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2018 年 10 月 30 日 

各  位 

株式会社電通国際情報サービス 

 

ISID、経費精算システム「Ci*X Expense」と 

自動仕訳システム「Ci*X Journalizer」の提供を開始 

～企業グループの高度な業務要件に標準機能で対応、社員の生産性向上を支援～ 
 
 

 株式会社電通国際情報サービス(本社：東京都港区、代表取締役社長：釜

井 節生、以下 ISID)は、このほど経費精算システム「Ci*X Expense（サイクロ

ス エクスペンス）」および自動仕訳システム「Ci*X Journalizer（サイクロス 

ジャーナライザ）」を開発し、本日より提供開始することをお知らせします。 
 

両システムは、ISID が本日発表した次世代開発基盤「aiuola（アイウォー

ラ）」を用いた自社開発製品群の第一弾となるもので、グループ経営に求め

られる高度な業務要件に対応する各種機能と、社員の働きやすさや生産性

向上を実現する優れたユーザーインターフェースを備えた、これまでにないエンタープライズシステム※です。 

ISID は今後、3 年間で 50 企業グループへの導入を目指してまいります。 
 

■概要と特長■ 

Ci*X Expense および Ci*X Journalizer は、最新のコンシューマー向けテクノロジーと、ISID がかねてより強みとする会

計や経営管理領域の知見を融合し、全く新しい設計思想で開発されたシステムです。各システムの特長と主な機能は次

のとおりです。 
 

＜Ci*X Expense －企業固有の複雑な経費処理に対応－＞ 

合併・買収を繰り返してきた企業グループや、多数の工場を抱える製造業などでは、会社や拠点ごとに異なる規程が

存在するケースが少なくありません。それらに紐づく複雑な日当計算や手当計算への対応は、利便性の高い経費精算

システムの導入効果を低下させ、企業グループ全体の業務効率化を阻害する要因となっています。Ci*X Expense は、こ

うした企業固有の複雑な処理にパッケージ標準機能で対応するとともに、企業グループ向けの豊富な機能を備えた経費

精算システムです。また aiuola が提供する、マニュアル不要の直感的なインターフェースや充実した入力サポート機能に

より、優れたユーザー体験を創出し、ユーザーである社員一人ひとりの働きやすさや生産性向上を支援します。 
 

Ci*X Expense の主な機能： 

・ パッケージ標準で日本企業の複雑な経理規程（日当計

算・各種手当計算）に対応可能 

・ 企業グループ内でのマスター共有機能 

・ 会社をまたぐ承認フロー（シェアードサービスに対応） 

・ 規程と関連申請書の整合性を自動チェック 

・ 充実した入力サポート機能（過去履歴からの入力サジェス

ト、証憑画像を見ながらの入力など） 
 

  

プレスリリース 

使いやすさを追求した Ci*X Expense の画面イメージ 
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＜Ci*X Journalizer －会計システムとの仕訳データ連携をノンプログラミングで実現－＞ 

 経費精算をはじめとする会計周辺システムの導入や移行には、会計システムとの仕訳データ連携が不可欠なため、多

くの場合、個別にインターフェースプログラムを開発して対応します。Ci*X Journalizerを活用することにより、ノンプログラ

ミングで仕訳データを連携することができ、また複数の周辺システムと会計システムを連携することができるため、システ

ム導入にかかる期間やコストを最小化することが可能となります。Ci*X Expense の導入に際して、既存会計システムと

のスムーズな連携を実現することはもとより、様々な会計周辺システムの連携に活用することができます。 
 

Ci*X Journalizer の主な機能： 

・ノンプログラミングでフォーマット変換・コード変換・仕訳化ができ、会計システムとの連携を設定だけで実現 

・マスター連携や周辺システムへのデータ出力等、汎用的なデータ入出力が可能 

・複数会計基準、複数帳簿に対応した仕訳生成が可能 

・仕訳の元データと作成した仕訳の関係を保持することにより、仕訳のトレーサビリティを確保 

・独自のインメモリ処理により高速な仕訳処理を実現 
 

ISID は、かねてよりエンタープライズシステム領域における顧客課題の解決に取り組み、多くの実績と豊富なノウハウ

を有しています。この知見と、最新のテクノロジートレンドを融合した新たなソリューション群の提供を通じ、デジタルビジ

ネス時代における顧客企業のグループ経営高度化を支援してまいります。  
 
 

■価格体系■ 

Ci*X Expense ライセンス価格 最小構成（利用者 300 名まで） 4,800,000 円（税別） 

    利用者 1,001～2,000 名   9,600,000 円（税別） 

・ユーザー規模に応じた段階的な価格設定 

・同一企業グループであれば法人数に依存しない価格体系 

・導入費用は別途（個別見積り） 

・保守費用はライセンス価格の 18％ 
 

Ci*X Journalizer Ci*X Expense のライセンス価格に応じて 1,000,000～3,000,000 円（税別）にてオプション提供 

  ・Ci*X Journalizer 単体利用の際の価格は別途見積り 

・導入費用は別途（個別見積り） 

・保守費用はオプション価格の 18％ 

 
 

Ci*X Expense、Ci*X Journalizer の詳細はこちらをご覧ください：https://www.isid.co.jp/solution/CiX.html  

aiuola に関する報道発表資料はこちらをご覧ください：https://www.isid.co.jp/news/release/2018/1030_1.html 
 
 
※エンタープライズシステム：企業における情報システムのうち、特に全社規模で稼動する大規模システムを指す。会計、経営管理、人事などの基幹系システ

ムの総称。 

 

【製品・サービスに関するお問い合わせ先】 

株式会社電通国際情報サービス  ビジネスソリューション事業部 グループ経営ソリューション営業部 梶野  TEL：03-6713-7101   
 
【本リリースに関するお問い合わせ先】 

株式会社電通国際情報サービス  コーポレートコミュニケーション室  服部  TEL：03-6713-6100  E-Mail：g-pr@isid.co.jp 

  

https://www.isid.co.jp/solution/CiX.html
https://www.isid.co.jp/news/release/2018/1030_1.html
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＜電通国際情報サービス（ISID） 会社概要＞ 

社名 : 株式会社電通国際情報サービス（略称：ISID） 

代表者 : 代表取締役社長 釜井 節生 

本社  : 東京都港区港南 2-17-1 

U  R  L     : https://www.isid.co.jp 

設立 : 1975 年 

資本金 : 81 億 8,050 万円 

連結従業員 : 2,716 名（2017 年 12 月末現在） 

連結売上高 : 83,423 百万円（2017 年 12 月期）  

事業内容 : ISID は、社会や企業のデジタルトランスフォーメーションを、確かな技術力と創造力で支えるテクノロジー企業
です。金融業務や製品開発の領域で創業以来培ってきた知見に加え、人事・会計など企業活動の根幹を支
えるシステム構築の実績、電通グループのマーケティングノウハウ、そして IoT やロボティクス、AI など先端技
術の社会実装に向けたオープンイノベーションへの取り組みにより、社会と企業の課題解決に貢献する、価
値あるソリューションを生み出し続けています。 

 

＊ 本リリースに記載された会社名・商品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 

＜ご参考資料＞ 

https://www.isid.co.jp/

